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設置期間満了により終了したセンター

＊藻類バイオマス ・ エネルギーシステム開発研究センター

　　（平成 27 年 7 月 1 日～令和 3 年 3 月 31 日）

＊健幸イノベーション開発研究センター

　　（令和 2 年 7 月 1 日～令和 5 年 8 月 31 日）
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＊ゼロ CO2 エミッション機能性材料開発研究センター
　　（令和 4 年 4 月 1 日～令和 7 年 9 月 30 日）



中内 靖　副学長（産学連携担当）
国際産学連携本部長

開発研究センターとは 国際産学連携本部組織体系

国際産学連携本部

技術移転

マネジメント

チーム

開発研究センター

産学連携部

外部資金を事業運営費として、 社会的要請

の高い学問分野での開発研究を積極的に推

進し、 産学官の共同研究体制を構築するた

め、 平成 27 年 7 月 1 日より、 国際産学

連携本部のもとに順次創設されました。 筑

波大学のミッションである教育、 研究、 社

会貢献のうち、 社会貢献を担う新たな組織

です。

今後も新たな分野でのセンター設置を予定

しています。

筑波大学のミッション

研究 教育社会貢献

学群 ・大学院研究センター等

開発研究センター

・ イノベーション創出

・ 研究のスピードアップ

・ 企業の人的リソース導入

・ 産学連携 ・ 起業意識の高い人材育成

主
旨

・ 社会的要請の高い学問分野での産学官協働研究体制を構築する。

・ 学内施設に置く。 期間は設置から 5 か年度。 評価により更新も可。

・ 外部資金のみで運営。

・ 名称は○○開発研究センターとする。

運
営
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iLAC

http://www.i-lac.co.jp/
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305-8550 1-2
e-mail pmc-info@ilc.tsukuba.ac.jp URL https://rdcpm.tsukuba.ac.jp/

プレシジョン・メディスン (精密医療 ) の社会実装を目指して

平成 29 年 1 月１日発足

1



ヒューマンセントリックな革新的都市の実現と地域の自立的な存立

Society5.0を実現するモビリティ・インフラの先端研究拠点

ⓒトヨタ自動車

ⓒトヨタ自動車

地域の存続

国際統合睡眠医科学研究機構
サイバニクス研究センター

人工知能科学センター
ビジネスサイエンス系
数理物質系
芸術系

国際産学連携本部

システム情報系

2  　URL：https://www.f-mirai.tsukuba.ac.jp/

Society5.0 を実現するモビリティ・インフラの先端研究拠点

e-mail: fmirai@un.tsukuba.ac.jp　URL  https://www.f-mirai.tsukuba.ac.jp/
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Tel 029-853-5779　　e-mail sport-innovation@un.tsukuba.ac.jp
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スポーツを通した Well-being 向上を実現するための最先端研究
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( )JMDC

( )GMSS
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HSR

HSR

( )

TOPPAN ( )

Email    hsr.tsukuba@un.tsukuba.ac.jp

生活と調和した医療のためにー Towards health services in harmony with life
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QOL SDGs
QOL (Quality of Life)

QOL

305-8550 1-2 418
Tel 029-859-1593

個人の健康状態に合わせたテーラーメイド QOL プログラムの確立へ

平成 31 年 2 月１日発足

テーラーメイド QOL プログラム開発研究センター

Tel 029-859-1593

所在地：　〒305-8550　茨城県つくば市春日 1-2　 国立大学法人筑波大学　高細精医療イノベーション棟 418 室
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 112-0012   3-29-1    458 

Tel  03-3942-6573 e-mail t-onelab_info@un.tsukuba.ac.jp
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イノベイティブ計測技術開発研究センター
令和元年 10 月１日発足

－ 革新的計測評価技術の開発研究を目指して －- -

Tel 305-8573 1-1-1 101

Tel 029-853-8802 rd-center-imc@un.tsukuba.ac.jp URL  https://imc.bk.tsukuba.ac.jp
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ユビキタスコンピューティングや IoT、サイバーフィジカルシステムなどの基盤となる計算
機技術は、「新しい自然」と言えるような、「自然物と区別し難い人工物」を生成しつつあ
ります。たとえば、音や光などの波動現象を計算機で制御する技術により、実物と見紛う映
像(蝶など)を空中に浮遊させ、本物と区別がつかない物体(素材など)をプリンターから出力
することができます。このように計算機技術が生み出した人工物と自然物との相互作用によ
り再構築された環境を「デジタルネイチャー」と呼びます。「デジタルネイチャー」は、
3Dプリンタなどを用いたデジタルファブリケーション手法や AR/ VRなど、さまざまな手法
により生成されます。この人工生成物は、自然環境との相互作用を経て再びデータ化され、

再度自然に還流するフィードバックループによって進化していきます。本センターは、そのようなフィードバック
ループの中にある情報メディア装置と人の共創環境について研究し、一連の「デジタルネイチャー」に纏わる研究
を推進することにより、社会実装に向けた要素 技術等の研究を深化させ、文化・芸術・スポーツとの学際的コラボ
レーションを通じて、メディア装 置等とそれを活用したサービスの開発研究を行って行きます。

センターのミッション

計算機と自然の新しい関係性を探求

基礎研究

Optimization
LLM
Agent

Optics
Acoustics
HCI

Optimization

最
適
化

数理化

物
理
化

自動最適化の
範囲を広げる

ループの
適応範囲を広げる

このループを
高速化する

「デジタルネイチャー」のビジョンに基づき、基礎研究と最適化のサイクルを加速し、
応用範囲を広げつつ、LLMやエージェントによる自動最適化を推進します

落合 陽一センター長

令和6年9月1日を発足

マルチスピーシーズ

スポーツ

アクセシビリティ

デジタル文化

デジタル展示
メディアアート バーチャルリアリティ

感覚フィードバック

デジタル製造

触覚ディスプレイ

ボリュメトリックディスプレイ
生体模倣デザイン
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Tel 03-3942-5841 e-mail kuno.shinya.gb@u.tsukuba.ac.jp URL https://swc.taiiku.tsukuba.ac.jp/ 

112-0012 3-29-1 563

 

SWC

AI
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SDGs Good Health and Well
-Being

QOL

305-8550
Tel 029-853-1019 81499 e-mail rdc-lifestyle@md.tsukuba.ac.jp

次世代につなげる健康で幸せなライフスタイルを探究

令和 4 年 4 月１日発足

健幸ライフスタイル開発研究センター
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